
防ごう！家庭の子どもの事故、 

高めよう！家庭の防災意識 

 

  

 

 

☆☆☆☆今回今回今回今回のののの講座講座講座講座ではではではでは「「「「家庭家庭家庭家庭でででで起起起起こるこるこるこる幼幼幼幼いいいい子子子子どものどものどものどもの事故事故事故事故のののの防防防防ぎぎぎぎ方方方方やややや対処対処対処対処のののの仕方仕方仕方仕方」」」」、、、、「「「「家庭家庭家庭家庭でできでできでできででき

るるるる防災対策防災対策防災対策防災対策」、」、」、」、そしてそしてそしてそして「「「「子育子育子育子育てやしつけてやしつけてやしつけてやしつけ」」」」についてについてについてについて、、、、講師講師講師講師ごごごご自身自身自身自身のののの体験体験体験体験をををを交交交交ええええててててユーモアユーモアユーモアユーモア

たっぷりにおたっぷりにおたっぷりにおたっぷりにお話話話話ををををしていただきしていただきしていただきしていただき、、、、子育子育子育子育てててて世代世代世代世代のののの親親親親はもちろんはもちろんはもちろんはもちろん、、、、孫育孫育孫育孫育てててて世代世代世代世代のののの方方方方、、、、子育子育子育子育てててて

がががが終終終終わったわったわったわった方方方方などにもなどにもなどにもなどにも大変勉強大変勉強大変勉強大変勉強になるになるになるになる内容内容内容内容となりましたとなりましたとなりましたとなりました。。。。    

◆◆◆◆    講座講座講座講座のののの概要概要概要概要    

    

    

    

    
    

    

    

    

【【【【子育子育子育子育てについててについててについててについて】】】】    

１１１１    家訓家訓家訓家訓をつくってみましょうをつくってみましょうをつくってみましょうをつくってみましょう！！！！    

親は子どもに「嘘をついてはいけません！」、「挨拶をしなさい！」などとよく注意をしますが、それではなかな

か子どもは言うことを聞きません。そのような時には、親子で相談しながら「家訓（家庭のルール・約束事）」

を作ってみましょう。「家訓」は台所やリビング、トイレなどのよく見えるところに貼り、まずは親や周囲の大人

が子どものお手本となって守っていきましょう。 

    

2 2 2 2 親親親親がががが何何何何でもしてでもしてでもしてでもしてやってやってやってやってはいけませんはいけませんはいけませんはいけません。。。。子子子子どもにさせてみましょうどもにさせてみましょうどもにさせてみましょうどもにさせてみましょう！！！！    

子どもは「発育」（体が大きくなること）と「発達」（いろいろなことができるようになること）の両方によって「成

長」していくものです。何でもすぐに親が手助けしていると子どもの発達をはばみ、ひいては健やかな「成長」

に影響を与えることになりかねません。子どもが何でも親がしてくれると勘違いし、依存症に陥らないように、

子どもになんでもさせてみましょう。 

 

3 3 3 3 「「「「生活生活生活生活リズムリズムリズムリズム」」」」をををを身身身身につけさせましょうにつけさせましょうにつけさせましょうにつけさせましょう！！！！    

    人間は 24 時間という「地球時間」で一日を過ごしていますが、体に備わっている「体内時計」は 25 時間です。 

    この 1 時間のズレは人の体に様々な悪影響を与えます。このズレを改善するためには、睡眠をしっかりととり、

朝の光を浴びることが必要です。乳幼児期から「早寝・早起き」などの生活リズム（規則正しい生活）を親が

責任をもってきちんと身につけさせましょう。 

  

4 4 4 4 教育教育教育教育のののの順番順番順番順番についてについてについてについて。。。。    

教育の順番を間違えると子育てがうまくいかない場合があります。結婚したら、まず最初にご主人を教育して 

から子どもの教育をするのが理想的です。ご主人の協力が得られやすくなり、子育てがスムーズにいく場合

が多いからです。 



【【【【家庭内家庭内家庭内家庭内でのでのでのでの子子子子どものどものどものどもの事故防止事故防止事故防止事故防止についてについてについてについて】】】】    

◆◆◆◆    子子子子どもがどもがどもがどもが危険危険危険危険にあわないためのにあわないためのにあわないためのにあわないための対策対策対策対策    

・まず、大人が規範意識を持ち、子どもに手本をみせることが大事です。そして日常生活の中で親が子どもに必要なこと

をきちんと教え、子ども自身にやらせてみて、できたら誉めていきましょう。これが、しつけです。 

・大人（親）が危険物を「触ってはダメ！使ってはダメ！」と叱るだけでは、ますます子どもの興味をかりたてることになり、

危険です。「安全」とは決まったルールにのっとり行動することです。まず、危険物（はさみ、ライター、カッター、包丁な

ど）の「使い方」をきちんと教え、実際に使わせてみることが大切です。その際に刃物の渡し方を教えたり、誤って使うと

どうなるかも教えたりしておくとよいでしょう。 

・大人（親）が危険物を出しっぱなしにしないことが大切です。特に薬などは小まめに片づけておきましょう。子どもが口に 

入れたり誤飲したりするのは、大人の責任です。 

・事故にあわないための年齢別対処法 

① 幼児期・・・つ な ぐ（子どもの手手手手を離さない。） ※子どもは手を握られると安心します。 

    ② 思春期・・・見  る（子どもの目目目目を離さない。） 

③ 青年期・・・声かけ（子どもの心心心心を離さない。） 

・危機（注１）に至らぬように、親が見守りながら小さな危険を経験させることも必要です。例えば低い階段から実際に転

んでみるなど。転び方を子ども自身が学習しておけば大事故につながることはありません。 

   ※(注１）生命の危険やけがをして体や心に深いダメージを受けるような事柄。悪い結果が予測される危険な時、状況。 

 ◆◆◆◆    家庭家庭家庭家庭のののの中中中中のののの危機管理危機管理危機管理危機管理    

・ハインリッヒの法則（注２）を参考に日常生活の中で「ヒヤリ」としたり「ハッ」としたりしたことを見過ごさず、その都度原

因を把握し、解決しておくと小さな事故や大きな事故につながりにくいでしょう。日頃から大人の目で危険の種をなくすこ

とが必要です。 

  ※(注２）ハインリッヒの法則：ハインリッヒ氏が行った労働災害の聞き取り調査の数値データに基づく法則 

            

                                               

                     

                          

 

 

 

 

 

※この数値データは 1 件の重大な災害の裏には 29 件の軽微な事故があり、そして 300 件の「ヒヤリ・ハット」（事故には至らなかっ

たもののヒヤリとしたり、ハッとした事例）があるという特徴を示しています。 

  ・家の中に潜む危険を日頃からよく知っておきましょう。部屋の見取り図をつくり、子どもがよくけがをしたり、つまずいたり

する場所にシール(  ) を貼っておくと危険な場所が一目瞭然です。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

大規模 

小規模 

中規模 

→300 件(ヒヤリとしたり、ハッとしたりしたこと) 

 

→29 件（けがなどの軽微な事故） 

 

→1 件 （重傷者や死人が出るような重大な災害） 

 



◆◆◆◆    子子子子どものどものどものどもの生活生活生活生活のののの中中中中にににに潜潜潜潜むむむむ様様様様々々々々なななな危険要因危険要因危険要因危険要因・・・・・・・・・・・・家家家家のののの外外外外でもでもでもでも中中中中でもでもでもでも危険危険危険危険なことはたくさんありますなことはたくさんありますなことはたくさんありますなことはたくさんあります。。。。    

・歩行中：転倒、衝突、つまづき 

・車両：乗車中、車両外 

・自転車：自損、接触（相手にけがをさせることもある） 

・遊びの中：幼稚園や保育園の中、家庭に帰ってから 

・家庭の中：生活用品（カッター、はさみ、ライター、薬、タバコ、ビニール袋など） 

 

◆◆◆◆    危険回避危険回避危険回避危険回避とととと対処方法対処方法対処方法対処方法・・・・・・・・・・・・子子子子どもどもどもども自身自身自身自身がががが対処対処対処対処できるよできるよできるよできるようにうにうにうに教教教教えておきましょうえておきましょうえておきましょうえておきましょう。（。（。（。（自分自分自分自分のののの身身身身はははは自分自分自分自分でででで守守守守るるるる））））    

【けがの対処】    ※簡単なけがや病気への対処法はホームページにある【関連書類】を参照してください。 

→鼻血の止め方など簡単な対処（手当て）の仕方を教えておきましょう。親の体験などを交えて教えるよいでしょう。 

【交通ルール】 

→ルールは大人が教えましょう。その際、なぜそうしないといけないかということをよく説明しておきましょう。大人（親）

が守れば子どもも守ります。 

【家からの外出時】 

→親は子どもが外出する時、最低限、どこにいくのか、どのルートで行くのかを聞いて把握しておきましょう。 

【不審者に遭遇した場合】 

→不審者かどうかを見極めるために、常日頃からたくさんの人に子どもの方から挨拶をさせるようにしましょう。不審

者であれば返事をしない、あるいは逃げるといった行為が見られることが多いからです。 

【災害保険への加入】 

→保険会社によって対象となる災害が異なるので、加入する前によく内容を把握しておきましょう。 

【【【【けがけがけがけがやややや病気病気病気病気へへへへのののの対応対応対応対応についてについてについてについて】】】】・・・・・・・・・・・・詳詳詳詳しいしいしいしい内容内容内容内容ははははホームページホームページホームページホームページにあるにあるにあるにある【【【【関連書類関連書類関連書類関連書類】】】】をををを開開開開いてごいてごいてごいてご覧覧覧覧くだくだくだくださいさいさいさい。。。。    

◆◆◆◆    けがけがけがけがへへへへのののの対応対応対応対応    

１） おもな傷の手当 

２） 鼻血の手当て 

３） 虫さされ、動物にかまれた場合の手当て 

４） 異物が入ったときの手当て 

５） 口の中のけがの手当て 

６） 打撲したときの手当て 

７） 骨折時の手当て 

８） やけどの手当て 

９） 熱中症の手当て 

１０） 水におぼれた場合の手当て 

◆◆◆◆    病気病気病気病気へへへへのののの対応対応対応対応    

◎ 症状別（熱、咳、腹痛、嘔吐、下痢、けいれん）の手当てとポイント                 

【【【【非常時非常時非常時非常時のののの持持持持ちちちち出出出出しししし品品品品についてについてについてについて】】】】・・・・・・・・・・・・詳詳詳詳しいしいしいしい内容内容内容内容はこのはこのはこのはこのホームページホームページホームページホームページにあるにあるにあるにある【【【【関連書類関連書類関連書類関連書類】】】】をををを開開開開いてごいてごいてごいてご覧覧覧覧くださいくださいくださいください。。。。    

◆◆◆◆    １１１１次持次持次持次持ちちちち出出出出しししし品品品品（（（（避難時避難時避難時避難時にすぐににすぐににすぐににすぐに持持持持ちちちち出出出出すべきすべきすべきすべき、、、、必要最低限必要最低限必要最低限必要最低限のののの備備備備ええええ））））    

◆◆◆◆    ２２２２次持次持次持次持ちちちち出出出出しししし品品品品（（（（避難避難避難避難したしたしたした後後後後でででで少少少少しししし余裕余裕余裕余裕がでてからがでてからがでてからがでてから避難所避難所避難所避難所やややや自宅自宅自宅自宅でででで生活生活生活生活をををを送送送送るるるる上上上上でででで必要必要必要必要なものなものなものなもの））））    

    

【【【【幸坂先生幸坂先生幸坂先生幸坂先生からのからのからのからのメッセージメッセージメッセージメッセージ】】】】    

◆◆◆◆    自分自分自分自分のののの身身身身はははは自分自分自分自分でででで守守守守るるるる！！！！これがこれがこれがこれが基本基本基本基本ですですですです！！！！    

    ・これをこれをこれをこれを子子子子どもにどもにどもにどもに教教教教えるにはまずえるにはまずえるにはまずえるにはまず、、、、大人大人大人大人がががが手本手本手本手本をみせをみせをみせをみせ、、、、やってみせることがやってみせることがやってみせることがやってみせることが大事大事大事大事ですですですです。。。。そしてそしてそしてそして親親親親やややや周囲周囲周囲周囲のののの大人大人大人大人がががが

子子子子どもにどもにどもにどもに教教教教えたことはえたことはえたことはえたことは何何何何でもやらせでもやらせでもやらせでもやらせてみましょうてみましょうてみましょうてみましょう！！！！子子子子どもはみんなどもはみんなどもはみんなどもはみんな天才天才天才天才ですですですです。。。。何何何何でもできますでもできますでもできますでもできます。。。。できないとできないとできないとできないと思思思思

うのはうのはうのはうのは親親親親のののの方方方方のののの考考考考えですえですえですえです。。。。人任人任人任人任せにしないせにしないせにしないせにしない子子子子、、、、自分自分自分自分でなんでもできでなんでもできでなんでもできでなんでもできるるるる子子子子にににに育育育育てましょうてましょうてましょうてましょう。。。。子子子子どものどものどものどもの可能性可能性可能性可能性のののの芽芽芽芽

をつまないようにしましょうをつまないようにしましょうをつまないようにしましょうをつまないようにしましょう！！！！！！！！            

◆◆◆◆    全全全全てにおいてにおいてにおいてにおいてててて大人大人大人大人（（（（親親親親））））がががが子子子子どものどものどものどもの模範模範模範模範になりましょうになりましょうになりましょうになりましょう！！！！    

 ・・・・口口口口でででで言言言言うのではなくうのではなくうのではなくうのではなく、、、、まずまずまずまず親親親親がががが手本手本手本手本をををを見見見見せせせせ、、、、そしてそしてそしてそして子子子子どもとどもとどもとどもと一緒一緒一緒一緒にやりましょうにやりましょうにやりましょうにやりましょう！！！！！！！！    

    



 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受講生受講生受講生受講生のののの皆様皆様皆様皆様からからからから    

いただいたいただいたいただいたいただいた貴重貴重貴重貴重なななな    

ごごごご意見意見意見意見のののの一部一部一部一部ですですですです！！！！    

♥♥♥♥    親親親親がしっかりがしっかりがしっかりがしっかり見本見本見本見本をををを示示示示さないといけないとさないといけないとさないといけないとさないといけないと、、、、日頃日頃日頃日頃のののの生活生活生活生活にににに喝喝喝喝をををを入入入入れられたれられたれられたれられた感感感感じですじですじですじです。。。。    

    しつけのしつけのしつけのしつけの大切大切大切大切さをさをさをさを改改改改めてめてめてめて認識認識認識認識しましたしましたしましたしました。。。。    

    

♥♥♥♥    とてもためになるとてもためになるとてもためになるとてもためになる、、、、楽楽楽楽しいおしいおしいおしいお話話話話でしたでしたでしたでした。。。。何何何何をするにもをするにもをするにもをするにも親親親親（（（（大人大人大人大人））））がおがおがおがお手本手本手本手本になるになるになるになる！！！！    

    子子子子どもたちにどもたちにどもたちにどもたちに恥恥恥恥ずかしくないずかしくないずかしくないずかしくない生活生活生活生活をををを心心心心がけようとがけようとがけようとがけようと改改改改めてめてめてめて思思思思いましたいましたいましたいました。。。。またまたまたまた、、、、たくさんのたくさんのたくさんのたくさんの

経験経験経験経験をををを親子親子親子親子でしてでしてでしてでして、、、、子子子子どもをたくさんどもをたくさんどもをたくさんどもをたくさん誉誉誉誉めてやりたいとめてやりたいとめてやりたいとめてやりたいと思思思思いますいますいますいます。。。。    

    

♥♥♥♥    毎日毎日毎日毎日、、、、子子子子どもがどもがどもがどもが安心安心安心安心してしてしてして過過過過ごせるようにごせるようにごせるようにごせるように「「「「会話会話会話会話」」」」をををを大切大切大切大切にしていきたいとにしていきたいとにしていきたいとにしていきたいと思思思思いましたいましたいましたいました。。。。    

    

♥♥♥♥    先生先生先生先生のおのおのおのお話話話話はいつはいつはいつはいつ聞聞聞聞かせていただいてもとてもかせていただいてもとてもかせていただいてもとてもかせていただいてもとても勉強勉強勉強勉強になりますになりますになりますになります。。。。すぐにすぐにすぐにすぐに実践実践実践実践できできできでき、、、、役役役役にににに

立立立立つのでつのでつのでつので何回聞何回聞何回聞何回聞いてもとてもいてもとてもいてもとてもいてもとても感動感動感動感動いたしますいたしますいたしますいたします。。。。    

    

♥♥♥♥    改改改改めてめてめてめて親親親親としてとしてとしてとして子子子子どもをどもをどもをどもを守守守守っていくことをっていくことをっていくことをっていくことを考考考考えるえるえるえる良良良良いいいい機会機会機会機会になになになになりましたりましたりましたりました。。。。いつもいつもいつもいつも後回後回後回後回しししし

になっていますがになっていますがになっていますがになっていますが、、、、帰帰帰帰ってすぐにってすぐにってすぐにってすぐに「「「「防災防災防災防災グッズグッズグッズグッズ」」」」をそろえようとをそろえようとをそろえようとをそろえようと思思思思いましたいましたいましたいました。。。。しつけにしつけにしつけにしつけに

おいてもおいてもおいてもおいても今今今今まではまではまではまでは子子子子どもよりどもよりどもよりどもより先先先先にににに手手手手をををを出出出出すことがすことがすことがすことが多多多多かったのでかったのでかったのでかったので、、、、これからはもうこれからはもうこれからはもうこれからはもう少少少少しししし子子子子

どもたちのどもたちのどもたちのどもたちの自立自立自立自立をををを見守見守見守見守りりりり、、、、ポイントポイントポイントポイント、、、、ポイントポイントポイントポイントでででで口口口口をををを出出出出していくしていくしていくしていく子育子育子育子育てをてをてをてを意識意識意識意識してやっしてやっしてやっしてやっ

てみようとてみようとてみようとてみようと思思思思いましたいましたいましたいました。。。。    

    

♥♥♥♥    先生先生先生先生ごごごご自身自身自身自身のののの経験経験経験経験をををを交交交交えたおえたおえたおえたお話話話話でとてもでとてもでとてもでとても参考参考参考参考になりましたになりましたになりましたになりました。「。「。「。「挨拶挨拶挨拶挨拶」、「」、「」、「」、「家訓家訓家訓家訓」」」」などをなどをなどをなどを実行実行実行実行

してみたいなとしてみたいなとしてみたいなとしてみたいなと思思思思いますいますいますいます。。。。またまたまたまた、、、、家庭内家庭内家庭内家庭内にににに危険危険危険危険なななな箇所箇所箇所箇所（（（（場所場所場所場所））））がないかがないかがないかがないか、、、、今一度確認今一度確認今一度確認今一度確認しししし

てみたいとてみたいとてみたいとてみたいと思思思思いますいますいますいます。。。。    

    

♥♥♥♥    とてもとてもとてもとても分分分分かりやすくかりやすくかりやすくかりやすく、「、「、「、「防災防災防災防災」」」」やややや「「「「子育子育子育子育てててて」」」」についてのについてのについてのについての話話話話をををを聞聞聞聞くことができくことができくことができくことができ、、、、大変勉強大変勉強大変勉強大変勉強にににに

なりましたなりましたなりましたなりました。。。。１１１１時間時間時間時間３０３０３０３０分分分分というというというという短短短短いいいい時間時間時間時間だったのでだったのでだったのでだったので、、、、ぜひまたぜひまたぜひまたぜひまた先生先生先生先生のののの講義講義講義講義をををを受受受受けたいけたいけたいけたい

とととと思思思思いましたいましたいましたいました。。。。    

    

♥♥♥♥    子子子子どものしつけのためにはどものしつけのためにはどものしつけのためにはどものしつけのためには、、、、まずまずまずまず日常日常日常日常のののの自分自分自分自分（（（（親親親親））））のののの生活生活生活生活をををを改改改改めないといけないなめないといけないなめないといけないなめないといけないな、、、、とととと

思思思思いましたいましたいましたいました。。。。    

    

♥♥♥♥    子子子子どもどもどもども一人一人一人一人一人一人一人一人のののの個性個性個性個性をををを活活活活かしながらかしながらかしながらかしながら育育育育てていくことにてていくことにてていくことにてていくことに難難難難しさをしさをしさをしさを感感感感じているじているじているじている毎日毎日毎日毎日ですですですです。。。。

今日今日今日今日のおのおのおのお話話話話をををを聞聞聞聞いていていていて『『『『挨拶挨拶挨拶挨拶』』』』をををを子子子子どもにしっかりさせていきたいとどもにしっかりさせていきたいとどもにしっかりさせていきたいとどもにしっかりさせていきたいと思思思思いましたいましたいましたいました。。。。    

    

♥♥♥♥    おおおお話話話話がとてもおもしろくがとてもおもしろくがとてもおもしろくがとてもおもしろく興味深興味深興味深興味深いものだったのでいものだったのでいものだったのでいものだったので、、、、時間時間時間時間がががが経経経経つのがつのがつのがつのが早早早早かったですかったですかったですかったです。。。。自分自分自分自分

のののの中中中中でででで反省反省反省反省するべきするべきするべきするべき点点点点もももも見見見見つかりつかりつかりつかり、、、、今後今後今後今後のののの生活生活生活生活にににに活活活活かせたらとかせたらとかせたらとかせたらと思思思思いますいますいますいます。。。。    

    

♥♥♥♥    児童児童児童児童をあずかるをあずかるをあずかるをあずかる仕事仕事仕事仕事をしておりますのでをしておりますのでをしておりますのでをしておりますので、、、、今日今日今日今日のののの講義講義講義講義はとてもはとてもはとてもはとても勉強勉強勉強勉強になりましたになりましたになりましたになりました。。。。またまたまたまた、、、、

地域地域地域地域でのでのでのでの「「「「声声声声かけかけかけかけ」」」」もももも大切大切大切大切なのだななのだななのだななのだな、、、、とととと感感感感じておりますじておりますじておりますじております。。。。    

    


